
年
の
辞
」
で
五
輪

へ
の
代
表
団
派

遣
の
用
意
が
あ
る
と
表
明
。
南
北

関
係
改
善
に
意
欲
を
示
す

一
方
ヽ

米
韓
演
習
の
中
止
を
要
求
し
て
い

た
。

南
北
当
局
者
会
談
は
２
０
１
５

年
１２
月
以
来
。
北
朝
鮮
は
、
五
輪

参
加
問
題
と
共
に
南
北
の

「関
係

改
善
問
題
」
も
議
題
と
す
る
考
え

を
示
し
た
。

県
教
委
員
梗
改
革

と
郁
響
憂

教
育
課
に
よ
る
と
、
県
内
の
国
公

私
立
中
学
８７
校
を
３
月
に
卒
業
す

る
７
７
５
９
人

（前
年
同
期
比
２

５
８
人
減
）
を
対
象
に
、
昨
年
１２

は
、
普
通
科
が
前
生
同
事
よ
つ
ｎ

．
７９
つ
減
の
４４

・
３９
％
ヽ
一十茎

量

科
は
１

・
０５
畜
増
の
問

・
５５
％
ｃ

工
業
科
が
１

，
２０
β
頑
の
１０

。
「

％
、
商
業
科
は
０

・
６７
〓
〓
デ
〔

農  林

韮  崎

進学希望ロ

甲 府 南 |

吉  日

甲 府 ―
|

|

吉  日

甲 府 東 ,

韮  崎

峡  南 |

笛  吹

ノ
と'

Cb 4

賛
Ｈ
凹

住
ま

い
の
か
た
ち

実
か
完
え
て
趣
が
あ
り
、

一三
ど
も

ヽ‐
い
　
夏
は
涼

、〓

・工
み
良
く
、
安
心

≡
≡
〓
〓
二
二

．
〓
■
市

一千
戸

〓．ザ
三
ス
を
言
う
、

三
Ｌ

・

、
ギ

王
一
）
て

い

一，一
ヽ
一
】十一二
一
（
↓
一一々一本⌒一一一↑
一一一

さ
ん
（５８
）
、
み
ゆ
き
さ
ん
（５８
）

夫
妻
は
昨
年
１２
月
、
こ
の
家
で

改
修
を
担

っ
た
業
者
と
面
会
。

住
み
心
地
や
不
具
合
の
有
無

を
可
つ
れ
る
と
、
み
ゆ
き
さ
ん

は
モ
）一足
そ
う
な
表
情
を
見
せ

一
」一

６
笠

副
に
山
登
り
資

額

ウ、

山
梨
県
内
に
度
々
訪
れ
て
い
た

と
い
う
紺
谷
夫
妻
。
都
市
部
か

ら
離
れ
た

「
非
日
常
」
の
空
間

を
求
め
、
約
２
年
前
か
ら
週
末

に
利
用
で
き
る
住
ま
い
を
探
し

て
い
た
と
い
う
。
不
動
産
業
者

百
民
家
の
改
修
に
携
わ
っ
た
業
者
に
、

と
夫
の
裕
行
さ
ん

（左
か
ら
２
人
目
）

住
み
心
地
に
つ
い
て
語
る
紺
谷
み
ゆ
き
さ
ん

（左
）

川
甲
州
市
塩
山
藤
木

ミスマッチ解消へ工夫

口

ぷ

護

っ
ン

額

爺
聾

轟

併

者
ら
に
紹
介
す
る
仕
組
み
。
空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の

事
業
で
、
国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
１０
月
末
時
点

で
全
国
の
市
区
町
村
の
約
４
割
が
実
施
し
て
い
る
。
山
梨
県
地

域
創
生

・
人
口
対
策
課
に
よ
る
と
、
県
内
で
は
同
年
１２
月
末
時

点
で
２０
市
町
村
が
実
施
。
う
ち
抑
市
町
村
が
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
と
協
定
を
結
び
、
同
協
会
が
移
住
希
望
者
ら
と
所
有
着

を
仲
介
し
て
い
る
。

を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
木

造
２
階
建
て
家
屋
。
「
見
学
に

訪
れ
て

一
目
ぼ
れ
し
た
」
と
み

ゆ
き
さ
ん
。
昨
年
６
月
に
賃
貸

契
約
を
交
わ
し
た
。
工
地
域
居

住
を
続
け
、
将
来
は
移
住
を
考

え
て
い
る
と
い
う
。

賃
貸
物
件
探
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
が
２
０
１
６
年

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

山
梨
県
は
移
住
希
望
先
と
し
て

全
国
１
位
に
な
っ
た
。
県
内
市

町
村
で
は
移
住
希
望
者
の
エ
ー

ズ
に
応
え
よ
う
と
、
登
録
し
た

空
き
家
を
紹
介
す
る

刃
工き
家

バ
ン
ク
」
を
運
営
す
る
動
き
が

広
が

っ
て
い
る
。

た
だ
、
市
町
村
担
当
者
か
ら

空
き
家
と
移
住
希
望
と
の

「ミ

ス
マ
ッ
チ
」
を
指
摘
す
る
声
は

少
な
く
な
い
。
空
き
家
バ
ン
ク

を
始
め
た
０７
年
１１
月
以
降
、
売

却

・
賃
貸
合
わ
せ
て
２４
件
の
移

住
、定
住
が
決
ま

っ
た
韮
崎
市
。

市
企
画
財
政
課
人
口
対
策
担
当

の
生
山
和
昭
主
事
は

「移
住
希

望
者
の
多
く
は
賃
貸
物
件
を
探

し
て
い
て
、
売
却
物
件
が
中
心

の
空
き
家
バ
ン
ク
は
利
用
し
づ

ら
い
側
面
が
あ
る
」
と
指
摘
す

る
。‐４

年
６
月
に
空
き
家
バ
ン
ク

を
始
め
た
笛
吹
市
の
経
営
企
画

課
移
住
定
住
担
当
の
野
崎
進
主

幹
は

「空
き
家
バ
ン
ク
は
、
日

舎
な
ら
で
は
の
規
模
が
大
き
い

物
件
が
多
い
。
古
民
家
な
ど
築

年
数
が
古
け
れ
ば
修
繕
責
も
必

要
で
、
お
試
し
感
覚
の
手
軽
さ

を
求
め
て
い
る
移
住
希
望
者
に

と
っ
て
は
抵
抗
感
が
あ
る
の
も

実
情
だ
」
と
明
か
す
。

環
境
を
整
え
る

一
方
、
移
住
希
望
者
の
声
に

応
え
よ
う
と
、
民
間
で
は
回
舎

暮
ら
し
の
体
験
か
ら
空
き
家
の

紹
介
、
改
修
工
事
ま
で
、　
一
員

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
乗
り

出
す
動
き
も
。

甲
州
市
の

「Ａ
Ｂ
Ｃ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
ズ
合
同
会
社
」
合
豆
岡

桃
太
代
毒

は
１５
年
６
月
か
ら
、

県
外
か
ら
の
移
住
希
望
者
向
け

の
事
業
を
展
開
。
古
民
家
の
見

学
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
て
空

き
家
を
紹
介
、
住
宅
だ
け
で
な

く
、
蔵
や
小
屋
な
ど
を
住
居
用

に
改
修
す
る
な
ど
し
、
移
住
を

後
押
し
し
て
い
る
３

〓

〓
き
エ

夫
妻
が
逗

ズ
を
ｔ
二
〓
〓
Ｆ

■

の
改
修
を
手

〓
；

モ
う
■

一一

だ
。移

住
を
決
め
た

人
が
〓
七
会

役
員
ら
に
あ
い
さ
つ
す
る
Ｆ
ｆ

も
、
社
員
が
同
行
し
、

一コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
溶
け
込
卜
お
〓

・
、

環
境
づ
く
り
に

一
役
貢

，（ツ。
喜

岡
代
表
は

「古
民
〓
ど
ど
の
空

き
家
は
地

項

の
主

言

こ
ど
っ

が
ち
だ
が
、

裏
ユ
一　
七
〓
ニ

と

っ
て
は
犯

〓

一
（

〓

．
一
一．

る
。
た
だ
、
本
仁

〓
一
き
■
二

断
。
存
在
言
十三
ｆ

〓
■
〓
．

住
み
や
す
い
妄
〓
を

■
■
こ
・

え
、
提
供
す
る
か
を
考
ゥえ
一
．

く
こ
と
が
大
切
だ
」
Ｌ
差
一

る
。
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期
り
Ａ
ビ
リ
テ
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シ
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山
梨
日
日
新
聞
社
２
０
１
８
年

Jヒ

北
朝
鮮
同
意
「関
係
改
善
も
議
題
」

【
ソ
ウ
ル
、
北
京
共
同
】
韓
国
統

一
省
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
は
５
日
本
韓
国
が
提
案
し
た
９
日
の
板
門
店
で
の
南
北
高
官
級
会
談
に
同

百
す
る
と
韓
国
側
に
伝
え
た
。
昨
年
５
月
に
韓
国
で
ヵ
程
爵
政
権
が
発
足
し
た
後
、
初
の
会
談
と
な
る
。
米
国
と
韓
国
は
４
日
、
定
例
の

ゴ
言
一事
事
演
習
を
２
～
３
月
に
開
か
れ
る
平
昌
冬
季
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
後
に
延
期
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
北
朝
鮮
が
五
輪
に
参

〓
す
る
可
能
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。

、
　

　

　

　

＝
関
連
記
事
　
４
面

・
ス
在
領
は
４
日
、
ト
ラ
ン
プ

．モ
一よ
と
電
話
会
談
し
、
北
朝

一こ
れ
以
上
ミ
サ
イ
ル
発
射
な

一■
発
を
行
わ
な
い
こ
と
を
前

一　
三
昌
冬
季
五
輪

・
パ
ラ
リ

一
　

ヤ
〓
に
米
韓
合
同
軍
事
漠

一
ャ

互
■

，
こ
と
で
合
意
。
ト

ラ
ン
プ
氏
は
、
南
北
関
係
改
善
が

核
問
題
解
決
に
も
寄
与
す
る
と
の

文
氏
の
要
請
に
応
じ
た
。

米
韓
は
例
年
３
月
ご
ろ
に
定
例

の
合
　
　
　
　
　
　
　
「
フ
オ
ー

ル
イ
ー
グ
ル
」
や
指
揮
所
演
習
「キ

ー

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労

マ
テ
ィ
ス
米
国
防
長
官
は
４

日
、
３
月
の
平
昌
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
閉
会
後
に
演
習
を
実
施
す
る

と
記
者
団
に
述
べ
た
。
菅
琶

官

一房
長
官
は
５
日
、
五
輪
中
の
米
韓

演
習
見
送
り
に
つ
い
て

「北
朝
鮮

に
対
す
る
圧
力
強
化
の
動
き
を
損

は
う
も
の
で
は
ほ
か
一
ヒ
蚤
増
し

韓
国
政
府
は
、
南
北
対
話
が
核

問
題
を
巡
る
国
際
社
会
の
連
携
に

悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
の
見

方
を
意
識
し
、
五
輪
問
題
以
外
へ

山
梨
県
教
委
は
５
日
、
県
内
の

中
学
を
今
春
卒
業
す
る
３
年
生
の

第
２
次
進
踏
希
望
調
査
の
結
果
を

目 甲
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の
議
題
拡
大
に
慎
重
な
構
え
も
取

り
始
め
た
。

金
委
員
長
は
１
日
の

「新
年
の

辞
」
で
、
韓
国
に
対
し

「米
国
の

核
戦
争
策
動
に
加
担
し
て
情
勢

激
化
を
あ
お
る
の
で
は
な
く
、

緊
張
緩
和
の
た
め
の
わ
れ
わ
れ

の
努
力
に
応
じ
る
べ
き
だ
」
と
述

べ
、
演
習
中
止
を
求
め
て
い
た
。

今
回
の
延
期
決
定
は
こ
う
し
た
呼

び
掛
け
に
呼
応
し
た
形
で
、
北
朝

鮮
も
歓
迎
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。北

朝
鮮
メ
デ
ィ
ア
は
１
日
以

降
、
昨
年
末
ま
で
続
け
て
い
た
韓

国

へ
の
非
難
を
ぴ
た
り
と
や
め

た
。
韓
国
向
け
宣
伝
サ
イ
ト

「わ

が
民
族
同
士
」
は
５
日
、
「北
と

南
が
　
　
　
　
同
士
で
関
係
改
善

問
題
　

　

　

議
論
し
、
活
路
を

切
り
開
く
べ
き
時
だ
」
と
韓
国
に

呼
び
掛
け
た
。

北
朝
鮮
は
会
談
に
同
意
す
る
こ

」地
国

推
委

均
統

一
相
に
宛
て
て
伝
え
た
。

黒立高入試

総
合
学
科

倍
率
が
上
昇

進
路
２
次
調
査

平

均

は

１

９
０５

倍

青

発
表
し
た
。
塁

当

囲

校

Ｇ
府

商
を
含
む
）
の
平
均
希
望
倍
率
は
、

前
年
同
期
と
同
じ
１

・
０５
倍
だ

っ

た
。
学
科
別
で
は
工
業
科
や
商
業

科
の
倍
率
が
低
下
し
た

一
方
、
総

合
学
科
が
上
昇
。
私
立
高
の
希
望

月
２０
日
を
基
準
日
と
し
て
調
べ

た
。
進
学
希
望
者
は
７
６
９
２
人

（９９

・
‐４
％
）
で
ヽ
前
年
同
期
を

Ｏ

ｏ
２
浮
上
回
っ
た
。
就
職
希
望

者
は
２３
人

（０

。
３０
％
）
、
事
修

堂
浅

や
病
告型
療
羊奉寄

、
未
定
な
ど

L~


